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第１,４分科会の発表概要 
 

                             【目標】 
                              「ハイヅカのきれいを味わう」 
                              きれい→見た目、自然、整頓、清潔、美しい 
                              味わう→食べ物に限らず、体験する 
 
                             【取り組み①】 
                              ・整頓→山・周辺道路・湖などの清掃をし、見た目をきれいに 
                                  する。 
 
                             【取り組み②】 
                              ・それ→ハイヅカ湖地域の風景の美しさや体験した面白さがご 
                                  ちそうであり、歴史、過去、継承してきたことなど、 
                                  良いものを発見し、伝え、学ぶ。 
 
                             【取り組み③】 
                              ・外部との交流、きれいで美味しいごちそうを外へ。 
 
                             【呼びかけ】 
                              ・きれいにするための予算（行政へ） 
 
                             【その他の意見】 
                              ・秋祭り、田植え後、節分の時の伝統食をどう伝えるか？ 
                              ・炭の水質浄化 

 資料-6 



ハイヅカ湖地域ビジョン分科会 第２回とりまとめ（案） 

 2 

第２分科会（自然との共生分科会）の発表概要 
 

                             【目標】 
                              「日本一の里山づくり」 
                              
                             【取り組み①】 
                              ・ハイヅカ湖ができたことにより良くなったビューポイントを
探して                            探して歩き、名前をつける会をつくる。 
 
                             【取り組み②】 
                              ・里山とは言いがたい風景を改善し、野の花を活かす、輝かす
会                              会をつくる。 
 
                             【取り組み③】 
                              ・“里山の達人”をつくるため、志を同じくする人を集め、里山 
                               に親しんでもらうための“志立里山学校”をつくる。 
 
                             【呼びかけ】 
                              ・ビュースポットの命名権を与えることで、周知してもらう。 
                              ・仲間が多いほど、裾野も広がる。 
 
                             【その他の意見】 
                              ・マップを作るにもビュースポットの名前が必要。 
                              ・マップにはビュースポット以外に、危険な場所などもいれる。 
                              ・ビュースポットの命名権はお金をとる。 
                              ・地名は時間をかけて磨かれ育つもの。 
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第３分科会（地域活性化分科会）の発表概要 
                                         
                             【目標】 
                              「ぐるっとハイヅカ」 
 
                             【取り組み①】 
                              ・沢山あるハイヅカ湖地域の魅力（祭り、イベント、生き物な 
                               ど）を四次元マップにし、ガイドする（青空教室など） 
 
                             【取り組み②】 
                              ・施設をもっと利用・活用する。 
                              ・季節や旬の食を楽しむ。 
 
                             【取り組み③】 
                              ・みんなでハイヅカ湖をぐるっと手をつないで囲む「抱きしめ 
                               てハイヅカ湖」を 2010 年 5 月 4 日に開催予定。 
 
                             【呼びかけ】 
                              ・ハイヅカ湖地域の魅力に関わる名人を集める。 
 
                             【その他の意見】 
                              ・○の中に字を入れる方法で、他の分科会からもアイデア（キ 
                               ャッチフレーズ）を提案してはどうか。 
                              ・○は有名な書道家に書いてもらうといい。 
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第５分科会（健康・福祉分科会）の発表概要 
 

                             【目標】 
                              「健康福祉のメッカ５年計画」 
                              
                             【取り組み①】 
                              ・第３分科会と協同で実施。 
 
                             【取り組み②】 
                              ・マラソンやウォーキング、ハイキングなどのイベントを企画。 
                               →第３分科会と協同で実施 
 
                             【取り組み③】 
                              ・安心して住めるところ 
                              ・電動化も導入（車いすウォーキング） 
 
                             【呼びかけ】 
                              ・スワンボート、貸しボートがほしい。 
 
                             【その他の意見】 
                              ・今のケアハウスは 10 年持たない。 
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第６分科会（ウェットランドと環境教育分科会）の発表概要 
 
                             【目標】 
                              「里山の自然博物館」 
 
                             【取り組み①】 
                              ・ブッポウソウのための巣箱を設置する。 
 
                             【取り組み②】 
                              ・三次市・庄原市の小学校に呼びかけて、定期的なイベントと 
                               して自然観察会を開催する。 
 
                             【取り組み③】 
                              ・ドングリはオシドリのえさになる。 
                              ・オシドリはブッポウソウの巣箱を使うこともある。 
                              ・小さい苗だとなかなか育たないので、ある程度の大きさのも 
                               のを育てて植える（３～４年）。 
 
                             【呼びかけ】 
                              ・各自治体に呼びかけて協力してもらう。 
                              ・可能なものは分科会全員で活動する。 
 
                             【その他の意見】 
                              ・ウェットランドは水鳥だけの場所ではない。多くの山野鳥も 
                               利用している。 


